
平成１６年５月１７日から６月１０日まで
住民基本台帳登録世帯（平成１６年４月１日現在）
回　収　率　：８３．５％

世 帯 数 ％ 世 帯 数 ％ 世 帯 数 ％
２ ０ 代 ３０ １５ ８ ５３．３ ６ ４０．０ １ ６．７
３ ０ 代 １２９ ８６ ５５ ６４．０ ２６ ３０．２ ５ ５．８
４ ０ 代 ２０７ １５８ １２０ ７６．０ ２８ １７．７ １０ ６．３ ９　 ２　 １１　
５ ０ 代 ３１２ ２４８ １８１ ７３．０ ４３ １７．３ ２４ ９．７ ６７　 １３　 ８０　
６ ０ 代 ３４８ ３０５ ２２９ ７５．１ ５３ １７．４ ２３ ７．５ ９　 １　 １０　
７ ０ 代 ４０１ ３６９ ２４４ ６６．１ ８７ ２３．６ ３８ １０．３ ８５　 １６　 １０１　
８０以上 ２３５ ２０７ １３１ ６３．３ ６１ ２９．５ １５ ７．２
合   計 １，６６２ １，３８８ ９６８ ６９．７ ３０４ ２１．９ １１６ ８．４

２６　
７　

世 帯 数 ％ 世 帯 数 ％ 世 帯 数 ％ ２０　
神　着 ３０３ ２６２ １８０ ６８．７ ６３ ２４．０ １９ ７．３ １４２　
伊　豆 １９５ １７２ １２６ ７３．３ ３７ ２１．５ ９ ５．２ １７１　
伊ヶ谷 １１５ １００ ６８ ６８．０ ２４ ２４．０ ８ ８．０ ４６　
阿　古 ５６４ ４５５ ３０６ ６７．３ ９７ ２１．３ ５２ １１．４ ６８　
坪　田 ４８５ ３９９ ２８８ ７２．２ ８３ ２０．８ ２８ ７．０ ５　
合　計 １，６６２ １，３８８ ９６８ ６９．７ ３０４ ２１．９ １１６ ８．４ ９　

１０　
３　
３０　
３６６　

回答者数 は　　　い い　い　え 不　　　明
９６８　 ７３６　 １２６　 １０６　

回　答　率 ７６．０％　 １３．０％　 １１．０％　 １４８　
１２９　
４７　
７６　
８３　

回答者数 は　　　い い　い　え 不　　　明 ８０　
１２６　 ９７　 ２６　 ３　 ２１５　

回　答　率 ７７．０％　 ２０．６％　 ２．４％　 ９８　
１５９　
１１３　
１５０　

１，２９８　

                             　　　　 帰島に関する意向調査結果

１１．その他

　　３）帰島後の家屋

平成16年7月20日
三　　　宅　　　村

問３　三宅島で、薄木地区・粟辺地区・三池地区・沖ヶ平地区・御子敷地区に住んでい
　た方で、問１で　「１．火山ガスのリスクを受容して帰島する」を選んだ方にお伺いします。
　　現在の状況では火山ガスの濃度が高く、噴火前の自宅には住むことが出来ない
　場合も考えられますが、その場合、住宅についてはどのようにお考えですか。

　４．避難先のほうが医療環境が整っている

合　　　　　　　　　　計

（＊複数回答あり）　

Ｃ　問１で『２．帰島するつもりはない』を選んだ方にお伺いします。
　問４　理由をお聞かせ下さい。 （＊複数回答あり）　

　９．家屋・住居対策
１０．仕事・収入について

　１．避難先での仕事や収入が安定している
　２．避難先に自分の住宅がある
　３．避難先での子供の教育環境が良い

問　２－２　今後、火山ガスと健康影響についての説明会（リスクコミュニケーション）に参加

帰島するつもりはない 不 明
地 区 別 対象世帯 回答世帯

火山ガスの リ ス ク を
受 容 し て 帰 島 す る

火山ガスの リ ス ク を
受 容 し て 帰 島 す る

帰島するつもりはない 不 明

Ｄ　その他　最後にあなたのお気持ちやお考え方をお書き下さい。

　　６）帰島しない

合　　　　　　　　　　　　　　　計

（複数回答あり）

調 査 期 間
調 査 対 象
調 査 結 果

　　　　　　して火山ガスのことや安全を守る行動は理解している。
問　２－１　火山ガスと健康影響についての説明会（リスクコミュニケーション）に参加するなど

年 代 別 対象世帯 回答世帯

Ａ　問１　現在の火山ガスの状況で避難指示解除された場合の、あなたのお考えをお聞かせ下さい。

　５．そ　の　他
　　１）火山ガスが不安
　　２）高齢・病気・要介護

　　　　　するなどして勉強する。

　　４）子供

合　　　　　　　　計

　　５）帰島後の収入
Ｂ　問１で「１．帰島する」と答えた方にお伺いします。

選 択 区 分
三池・沖ヶ平
・ 御 子 敷 薄木・粟辺 計

　１．島内の他の場所へ住宅を建てるか借りたい。
　２．村営住宅等へ入居したい。
　３．その他

　７．病気・障害・介護対策

　　７）その他

　２．ガスが止まれば帰島したい・帰島はまだ早い
　１．なるべく早く帰島したい

　８．その他のリスク

　３．脱硫装置の設置
　４．マスク・避難対策
　５．高齢者対策
　６．子供対策


